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用語集 

アルファベット              

KDDI ビッグデータ 

KDDI が提供している位置情報ビッグデ

ータであり、位置情報活用の許諾を得た au

ユーザーから得たスマホの GPS や携帯電話

の基地局などから取得し集積したロケーシ

ョンデータ。 

 

K＆R（キスアンドライド） 

自宅から公共交通機関の乗降所（駅やバ

ス停など）まで自動車等で家族に送り迎え

をしてもらう通勤・通学形態。 

 

か・カ行                 

開発行為  

「主として建築物の建築または特定工作

物の建設の用に供する目的で行う土地の区

画形質の変更をすること」をいう。「土地の

区画形質の変更」には、道路の新設・廃止

（区画の変更）、切土や盛土など建築物を建

てる前の宅地造成（形の変更）、宅地以外の

土地を宅地とする行為（質の変更）が該当

する。 

 

拠点集落区域  

「山形市都市計画法に基づく開発許可等

の基準に関する条例」により指定されてい

る羽前千歳、漆山、蔵王、高瀬、楯山、東

金井、南出羽の各駅を中心とする半径 500m

の範囲の集落の区域。 

市街化調整区域において原則認められな

い開発行為のうち、一定の要件を満たすも

の（戸建住宅・店舗等兼用住宅の建築、宅

地建売分譲、共同住宅）が許可される。 

 

 

緊急時に対策の検討が必要な踏切 

（カルテ踏切） 

踏切の交通量や事故発生状況等の客観的

データに基づき、開かずの踏切等の緊急に

対策の検討が必要な踏切として指定された

もの。 

全国の鉄道事業者と道路管理者が連携に

より、踏切道の諸元や対策状況等をまとめ

た「踏切道安全通行カルテ」を作成し、定

期的に更新することで、進捗状況や取組の

成果等の「見える化」を進める。 

 

公共交通カバー圏域 

鉄道駅やバス停からの公共交通による移

動が見込まれる圏域。鉄道駅から半径１ｋ

ｍ圏内の地域、バス停から半径３００ｍ圏

内の地域をそれぞれの交通手段のカバー圏

域と定義する。 

 

公共交通サービス 

鉄道、路線バス・コミュニティバス等と

いった不特定多数の人々が利用する交通手

段およびサービス。 

 

公共交通ネットワーク 

 鉄道・路線バス・その他の交通手段を補

完し、都市拠点間・地域間との連携を図る

システム。 

 

公共交通空白地域 （路線バス） 

 駅やバス停が一定の距離の範囲内になく、

地域公共交通が利用しづらい地域。 
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交通系 IC カード 

非接触型のカード型乗車券で、鉄道等に

おいて自動改札機へ挿入せずに改札を通過

できるように したもの。事前にカードにチ

ャージ（前払い）した金額から公共交通機

関の乗降車の際に運賃を 差し引く機能や

定期券の機能などが搭載可能である。カー

ドによっては路線バスやタクシーなど 鉄

道以外の交通機関の運賃支払や、商業施設

等での決済にも利用できるようになってい

る。 

 

交通結節点 

人や物の輸送において、複数の同種ある

いは異種の交通手段の接続が行われる場所。 

 

交通結節点候補地 

現時点で交通結節点としての機能を有し

ていないが、交通結節点としての適性が高

いと考えられる場所。 

 

交通軸 

交通手段を公共交通ネットワークにおけ

る輸送量に応じた骨格のレベルによって分

類したもの。 

輸送量 骨格 交通手段 

（大） 
大骨格 

鉄道 

 高速バス 

 中骨格 路線バス（幹線） 

 

小骨格 

路線バス（その他） 

 

コミュニティバス 

（市街地循環型） 

 

神経系 

コミュニティバス 

（その他） 

（小） 

タクシー等を 

活用した新しい 

交通サービス 

交通手段分担率 

ある交通手段のトリップ数が全交通手段

のトリップ数に占める割合を交通手段分担

率という。移 動距離を考慮しないため分担

率の増加と交通量の増加は必ずしも同義で

はない。 

 

高齢化率 

人口に対する高齢者人口の割合を示した

もの。「高齢者」の定義は一律には存在しな

いものの、ここでは内閣府高齢社会白書に

おける算出法に倣い 65 歳以上の割合を高

齢化率とする。 

 

国勢調査 

日本に住んでいるすべての人及び世帯を

対象とする国も最も重要な統計調査。 

国内の人口や世代の実態を明らかにする

ため、5 年毎に行われている。（直近では令

和 2 年に実施） 

 

コミュニティバス 

 地域住民の移動手段を確保するために地

方自治体等が実施する乗合バス。 

 

コミュニティサイクル 

 自転車を共同で利用するシステムを指す。 

複数のサイクルポートが設置され、貸出・

返却する場所が異なってもよい場合が多い。 
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さ・サ行                 

シームレス 

「継ぎ目のない」の意味で、乗継ぎ等の

交通機関間の「継ぎ目」や交通ターミナル

内の歩行や乗降に際しての「継ぎ目」をハ

ード・ソフト両面にわたって解消すること

により、出発地から目的地までの移動を全

体として円滑かつ利便性の高いものとする

こと。 

 

視覚障がい者用誘導ブロック 

 視覚障がい者に歩行に必要な情報を提供

し安全に誘導するため路面や床面に敷設さ

れるブロック。 

 

準都市機能誘導区域 

山形市立地適正化計画において、副次拠

点（馬見ケ崎・嶋地区、山大医学部周辺地

区、吉原地区）について、都市機能誘導区

域に位置付けるには至らないが、今後高齢

化の進展とともに増加が見込まれる交通弱

者の生活を支える拠点とするために公共交

通レベルの向上が必要になることをふまえ

て、法定外の都市機能誘導区域として位置

付けたもの。（山形市立地適正化計画より） 

 

消雪歩道 

消雪設備（消雪パイプ）を設けた歩行者

用道路。 

 

スキーム 

枠組みをもった計画のこと。 

 

整備優先箇所 

「山形市交通結節点整備方針」にて抽出

した交通結節点・交通結節点候補地のうち、

今後５年間で優先的に交通結節点の機能の

導入や検討に取り組む箇所。 

公共交通施設では、「蔵王駅」「山寺駅」

「楯山駅」「新駅」が挙げられ、生活基盤施

設では、「馬見ヶ崎・嶋エリア」「イオンモ

ール山形南付近」が挙げられる。 

 

仙山線の利用促進及び利便性向上プロジェクト 

仙山生活圏の交流促進や安全性向上に向

けて、仙山線の利用促進・利便性向上と機

能強化の実現を図るための取組を取りまと

めたプロジェクト。 

 

仙台都市圏 

 「仙台都市圏パーソントリップ調査」の

調査対象として、中心都市となる仙台市と

のつながりなどを考慮して設定した地域で

あり、下記の 18 市町村が含まれる。 

（仙台市・塩竈市・名取市・多賀城市・岩

沼市・富谷市・大河原町・村田町・柴田町・

川崎町・亘理町・山元町・松島町・七ヶ浜

町・利府町・大和町・大郷町・大衡村） 

（宮城県 仙台都市圏パーソントリップ調

査 HP より） 

 

た・タ行                 

滞留人口 

 パーソントリップ調査により、いつ、ど

の場所に、どれくらいの人がいるのかとい

った情報の分析結果。 

 

端末交通 

鉄道やバスの駅・バス停までの（からの）

交通手段のこと。 
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地域経済分析システム（RESAS：リーサス） 

地方創生の様々な取り組みを情報面から

支援するために、経済産業省と内閣官房（ま

ち・ひと・しごと創生本部事務局）が提供

する産業構造や人口動態、人の流れなどの

官民ビッグデータを集約し、可視化するシ

ステム。 

携帯電話位置情報を活用したビッグデー

タを用いて、500ｍメッシュ単位及び指定エ

リアの時間帯別や平日・休日別等による滞

留状況の違いや、時間帯を問わず多くの滞

留が生じる地区について把握が可能となる。 

 

デジタルサイネージ 

 屋外・店頭・公共空間・交通機関等、あ

らゆる場所で、ディスプレイ等の電子的な

表示機器を使って情報を発信するメディア。 

 

デマンド型乗合タクシー 

予約があった時のみ運行する方式。あら

かじめ決まった時間帯に決まった停留所を

回る運行方式 に比べて、需要に応じた柔軟

な運行が可能。 

 

都市計画道路 

都市の骨格を形成し、安心で安全な市民

生活と機能的な都市活動を確保する、都市

交通における最も基幹的な都市施設として

都市計画法に基づいて都市計画決定された

道路。 

 

都市・地域総合交通戦略 

 都市や地域における安全で円滑な交通の

確保と将来を見据えた魅力あるまちづくり

を進めるため、総合的な交通のあり方や必

要な施策に時間して目標を定め、歩行者、

自転車、公共交通等のモード間の連携や公

共交通の利用促進を図るための交通結節点

の改善等、地域の知恵を活かした交通行動

の公共団体や公共交通事業者等の関係者で

構成される協議会において策定するもの。 

 

トリップ 

 人がある目的（例えば、通勤や買物など）

を持って、ある地点からある地点へ移動す

る単位を指す。 

 

 

ま・マ行                 

モデル事業 

 山形市地域公共交通計画（令和 2 年度策

定）に位置付けた、市街地南部・北部、モ

デル地区における新たな公共交通の導入を

検討する取組。 
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や・ヤ行                 

山形広域都市圏パーソントリップ調査 

 平成 29 年（2017 年）10 月から 11 月にか

けて山形市、天童市、上山氏、山辺町、中

山町を対象に実施した調査。 

「どのような人が」「いつ」「どこからど

こへ・「何の目的で」「どのような交通手段

で」移動しているか調べるアンケート調査

である。（山形広域都市圏パーソントリップ

調査 HP より） 

 

山形市交通結節点整備方針 

交通軸と交通結節点による公共交通ネッ

トワークを構築し、自家用車に頼らなくて

も誰もが快適に移動できる環境の実現を目

指し、交通結節点及び交通結節点候補地の

箇所や各交通結節点に整備すべき機能、優

先的な整備が必要な交通結節点等をとりま

とめた方針。 

 

山形市都市計画マスタープラン 

都市計画法第 18 条の 2 の規定に基づき、

市民の意見を反映させながら、都市計画に

関する基本的な方針を総合的かつ体系的に

示すものであり、その実現に向けた土地利

用、道路、公園などのまちづくりに関する

主要計画や具体的な各種施策をとりまとめ

た計画。 

 

＜地域別構想＞ 

山形市全体のまちづくりの方針を示した

「全体構想」や「分野別構想」における各

地域の位置づけ等を踏まえ、市内を 25 地区

（都心地域 5 地区＋コミュニティセンター

区 20 地区）に区分し、地域特性に応じた地

域ごとのまちづくりの方針を示すもの。 

 

山形市立地適正化計画 

 都市再生特別措置法第 81 条に基づき定

められる、都市再生基本方針に基づく、住

宅及び医療施設、福祉施設、商業施設、そ

の他居住者の共同の福祉または利便のため

必要な施設の立地の適正化を図るため、具

体な拠点やネットワークのあり方を取りま

とめた計画。 

 

ら・ラ行                 

ロータリー 

交通整理のための円形地帯で、人の乗降

などのために駐停車を行うための施設。 

 


